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はじめに
   理学部・画像技術室は、教育研究用の写真、ビデオなどの画像処理を行っている理学部の共
同利用施設で、依頼（利用）は理学部だけでなく全学を対象に支援を行っている。
   今回、学術情報総合センタ ・ー大学史資料室から依頼を受け、写真乾板のデジタル化を行った。
写真乾板は、「大学史資料室ニュース　第 16 号」の大島・大学史資料室長の補足記事によると、
1993 年生活科学部同窓会から寄贈を受けたもので、写真内容は 1938 年 9 月に開催された「西
区町会連合会　戦時市民生活展覧会」の様子である。開催場所は、大阪市立大学高等西華女学
校（大阪市立大学生活科学部の前身）であるという。
   大学史資料室では、こうした写真乾板の他、フィルム、写真（プリント）、アルバムなど貴
重な資料を保管しており、今回のデジタル化を契機に資料のアーカイブ構築を提案したい。
１．乾板の状態
   持ち込まれた乾板は、一枚一枚丁寧に包装され、段ボール箱に保管されていた。スキャニン
グのため開封し、乾板を確認したところ多くの乾板で、角や周縁に画像の「欠け」が確認され
たが、画像を損なう程大きな損傷を与えてはいない。
   　　
   
   　　
 　　　  　　　　　　
   　　
≪報告≫
写真乾板のデジタル化及び保存について
　
　　　
宮　田　則　也
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   乾板の乳剤層が剥離寸前と思えるほどの激しい劣化が見られる乾板もあった。ほとんどの乾
板がほこりを被っていた。スキャニングの際、ガラス面のほこりを払ったが、乳剤面には手が
つけられなかった。
２．スキャニングの方法
   使用したスキャナは、EPSON GT-X970　最大解像度　4800dpi　16bit
   設定は下表の通り。　　　　　
原稿種類 フィルム（フィルムエリアガイド使用）
フィルムタイプ 白黒ネガフィルム
イメージタイプ 16bit　グレースケール
品　質 画質優先
解像度 800dpi
出力サイズ キャビネサイズ　165 × 120mm（37.45MB 一例）
　パソコンソフト（Photoshop CS4）のプラグインとしてデータを取り込み、用途に合わせ画
像の保存形式を変換した。
白っぽい結晶性の物質や液滴が認められた
角や周縁に画像の「欠け」が見られた
乳剤面がめくれ上がっている様子
剥離、乳剤面の銀鏡現象が見られた
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　スキャニングの焦点はどこにあるのかということだが、EPSON GT-X970 は、フィルムの
スキャニングする場合、フィルムホルダーを使用する場合とフィルムエリアガイドを使用する
場合で 2 種類の焦点の違うレンズを切り替えている。乾板のガラスの厚みは 1.4mm あるので、
裏と表それぞれでスキャニングしたデータを比較した。乾板の乳剤面をスキャナの光学台（ガ
ラス面）と接するようにおいた場合、取り込まれた画像は反転しているので、Photoshop CS4
で反転画像処理をする。乾板のガラス面をスキャナの光学台（ガラス面）と接するようにおい
た場合は、画像はイメージ通りである（画像処理の必要なし）。
　
　
左：乾板のガラス面設置、右：乾板の乳剤面設置（取り込み後、画像を反転処理）
スキャナ（左）とモニター（右） スキャナの光学台（位置決めの枠あり）
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３．評価
　スキャニングされたデータをモニターで 300％拡大表示して、焦点などの評価をした。
＜画像を観察した評価＞
　焦点面では、どちらの方法をとっても変わらないように見える。乾板の乳剤面を下にしてス
キャナのベッド台に置いてスキャニングした後、画像反転した場合の画像の方がコントラスト
の高い画像が得られた。ゴミ、ホコリも取り込むが（画像に白い斑点、黒い糸のように出る）
乳剤面を下にした方が少ない。これは圧倒的に乾板のガラス面にホコリがついていて、掃った
が取りきれず、乾板のガラス面を下にして取り込むともろに影響を受ける。結論として、乾板
の乳剤面を下にしてスキャニングした後、画像反転したデータを保存することを採用した。
＜解像度の決定＞
　解像度を上げるとサイズの大きいデータが得られるが、スキャニング時間やデータ保存の容
量も考慮して、実用的な A3 サイズの高画質（300dpi）のプリントが得られるサイズに決めた。
画像の解像度とプリントサイズの比較表
　　　
解像度とサイズ ファイルサイズ（一例） プリントサイズ
800dpi、キャビネサイズ 5196 × 3779pixel、37.45MB A3 サイズ、300dpi 相当
４．画像の保存形式
　スキャニングされた画像データは、一旦、画像処理ソフト Photoshop に取り込まれる。そ
の後の画像処理、保存形式は次の手順で行った。
　①　最初の取り込みデータを画像処理（キャンバスの左右反転）
　②　JPEG 2000 で保存
　　　主な設定：JPF 設定　劣化なし、高速モード、メタデータを含める（VMX、EXIF）
　　　JP2 互換、タイルサイズ　1024 × 1024（最大）
　③　JPEG 保存
　　　モードを 8bit ／チャンネルに変換
　　　JPEG オプション　画質 10（最高・低圧縮率）
　④　PDF ファイルに書き出し（Adobe Acrobat 9 使用）
　　　保存プリセット：高品質印刷、Photoshop 編集機能を保持、サムネールを埋め込み、
　　　Web 表示用に最適化
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保存形式とファイルサイズの比較
　　　　
保存形式 ファイルサイズ※ 特　　　徴
Photoshop 37.45MB
JPEG 2000 28.7MB 劣化なし、可逆性
JPEG 4.06MB 非可逆圧縮方式、ブロックノイズが発生
PDF 12.8MB ハード、ソフトに関係なく表示できる
　　　　　　※　ファイルサイズは、画像によって違うので目安としてください。
＜画像の保存に JPEG 2000 を採用した経緯＞
   平成 23 年 10 月、職務で「国立国会図書館　関西館」を視察する機会があり、同館における「資
料デジタル事業」の話を聞くことができた。保存用画像の仕様として JPEG 2000 を採用して
いることを知る。さらにデータ保管は、DVD メディアではなくＢＤ−Ｒ（ブルーレイディスク）
に焼いてハードケースに入れ、温度 22℃、湿度 55％の書架に保管されていた。予算規模が違
うので本学が同じ環境を整えるのは困難であるが、保存の条件については参考になった。
＜ PDF ポートフォリオの作成＞
   画像データを公開するに当たり、見やすく表示するためにポートフォリオを作成した。今回
は、4 種類のレイアウト・バリエーションを作成したが、ひとつに絞るとよい。
　①　リスト（ファイルプレビュー付き）リストビューにクイックビューを追加
　②　グリッド（サイズオプション付き）説明とアイコンを追加
　③　グリッド（ファイルプレビュー付き）クイックプレビュー追加
　④　回転　一度に１つのファイルにフォーカスを合わせて表示
　
　　
　　　
①　リスト（ファイルプレビュー付き） ②　グリッド（サイズオプション付き）
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５．今後の課題
●　画像（データ）を DVD-R に保存しているが、
　　ブルーレイディスク（BD-R）に保存することも検討する。
●　保存容量、再生機器の問題
　　ディスクだけではなく、外付けハードディスク、
　　サーバーなどにもコピー保存するほうが好ましい。Web 公開も視野に入れて。
●　資料の公開を念頭にいれたデジタルアーカイブ構築を視野に入れる
●　地震、災害時のデータ保存も考慮、検討する。
●　定期的なデータのバックアップをする
　　（ディスクの寿命を考慮して 5 年、10 年ごと）
●　原版の保存も再検討する、ガラス乾板の劣化が激しい。
おわりに
　今回の大学史資料室の依頼を受け、データを引き渡しただけのことであるが、のちにこの紀
要に仕事の足跡を残せることができて、大変うれしく思っています。普段の仕事は日の目を見
ることが少ない技術支援であり、こうした技術職員がいることすら学内でもあまり認識されて
いません。画像技術室に限っていえば、画像処理に関する機材は揃っているので、大いに利用
や依頼をお願いしたい。業務内容の詳細については、「大阪市立大学　画像技術室」で検索、ホー
ムページをご覧ください。
　最後に、大学史資料室の今後の発展を期待しつつ、目の前にある資料のアーカイブ化に向け
こつこつと作業を進めていきたい。
　　　　　　　　　　（みやた　のりや・大阪市立大学研究支援課、理学部画像技術室）
③　グリッド（ファイルプレビュー付き） ④　回転
